
「有徳の人」の育成　Fostering "Virtuous People"
　－「有徳の人」とは－
　　 "Virtuous people" are those who:
　①　自らの資質・能力を伸長し、個人として自立した人

Are independent and strive to develop their own unique qualities and abilities 

　②　多様な生き方や価値観を認め、人との関わり合いを大切にする人
Cherish relationships with others, and respect their lifestyles and values 

　③　社会の一員として、よりよい社会づくりに参画し、行動する人
Contribute to building a better society

文・武・芸 三道の鼎立
人の知性・感性・身体能力を万遍なく伸ばすことを意味します

令和3年度
2021



令和3年度 Basic Policies of Education Administration for Fiscal Year 2021

「文・武・芸」三道の鼎立を目指す教育の実現Ⅰ
Implementation of balanced improvements aimed at three areas of education: "Academics, Sports, and World Cultures"

主な取組

新しい時代に求められる子供の資質・能力を育成する取組の推進

ＩＣＴ教育環境の整備・充実

◆「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善・教育課程の充実促進
◆新規研修（ＩＣＴ、メタ認知等）やＡＩ実証等を通じた授業スタイル変革への支援
◆外国語を通じたコミュニケーション能力の育成や、読書活動等を通じた情操教育の推進

◆緊急時も教育活動の継続を可能とするＩＣＴ機器を活用した学びの保障に向け
た体制整備
◆ハード整備の一層の充実と教材（ＡＩ教材を含む）などソフト面での充実・共有
◆教職員のＩＣＴ活用指導力の底上げ、ＩＣＴモラル・リテラシー、ネット依存対策の充実
◆市町との情報共有・連携の推進による県全体での取組のレベルアップ

地域産業や地域社会を支える人材育成の推進
◆小・中学校、高等学校及び特別支援学校における体系的・系統的なキャリア教
育の推進
◆静岡県について学ぶ地域学や地域社会に貢献する取組など郷土愛を育む学
習活動の推進
◆最先端の技術・技能を学び高める取組など、産業界・大学・関係機関との連携の強化
◆社会経済状況の変化に対応した就職活動への支援の充実

スポーツ・体力向上の推進

時代に対応した教員の資質・能力の向上

◆オリンピック・パラリンピックを契機とした学校における各種プログラム実施の支援
◆地域と連携した子供が気軽に安全に運動に親しむ環境の整備

◆県立高校で「オンリーワン・ハイスクール」を指定、特色化・魅力化に向けた取組支援
◆幅広い主体との協働による地域課題解決に向けた教育活動の推進と人材の育成
◆中山間地・過疎地における地域連携・遠隔授業等による学校の魅力化推進
◆社会状況の変化や多様な学習活動に対応する学校施設等の計画的な整備

◆これからの時代の教員に求められる資質・能力を明確にし、教員育成指標の見
直しに反映
◆研修の充実による教職員の教育的素養・人間力などの涵養とコンプライアンス
の徹底
◆ｅラーニングと集合研修のベストミックスによる研修効果の拡大
◆校種間交流や大学院・民間企業・海外等への計画的派遣による教職員の育成
◆教職員のこころと体のサポートの充実

学校における働き方改革の推進
◆民間企業等との連携によるＩＣＴを活用した業務改善の重点的な推進
◆スクール・サポート・スタッフなどの多様な人材との連携、効率的な業務の分担

幼児教育推進体制の充実
◆ニーズに応じた専門性の高い研修、受講機会の充実など市町・関係機関と連
携した取組推進

「共生・共育」を実現する特別支援教育の推進
◆医療的ケアを必要とする児童生徒への支援の充実
◆児童生徒の状況に応じたＩＣＴ利活用等による指導の充実、交流及び共同学習の充実
◆特別支援教育に精通した教員の計画的育成、施設の狭隘化に対応した教育
環境の向上

1「知性を高める学習」の充実

　社会環境の急激な変化を見据
えた、創造性、多様性、自立性など
を積極的に育む教育を推進します。

Enrichment of study that will 
enhance intellectual capabilities

　実践的な学問「実学」の推進や、
大規模スポーツ大会開催を契機と
した子供のスポーツ等への興味・
関心の向上により、社会と関わる積
極性や体力の向上を図ります。

Encouragement of practical 
learning that will improve 
extra-curricular performance

2「技芸を磨く実学」の奨励

3 学びを支える魅力ある
学校づくりの推進

　平時・有事を問わず安定した学
びを保障する教育基盤の整備や、
新たな時代に対応した多様で魅力
ある学びの場づくりに取り組みま
す。また、質の高い教育を支える教
職員の資質向上、子供と向き合うた
めの環境整備を進めます。

Development of schools that have 
appealing learning environments

時代に対応した学校の創出

　静岡県教育委員会は、「ふじのくに『有徳の人』づくり大綱」に基づき、静岡県、日本そして世界の未来を拓く「才徳兼
備」の人づくりを推進していきます。令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、学校の存在意義を改
めて考える機会となりました。
　今年度は、様々なリスクの中にあっても子供たち一人一人の夢を実現させるため、アフターコロナ時代も見据えて、
リアルな体験とＩＣＴを活用した学びの充実を図り、「人間性」「思考力・判断力・表現力」「知識・技能」に裏付けられた
「生きる力」の育成に向け、以下の取組を社会総がかりで重点的に推進します。
　The Shizuoka Prefectural Board of Education will promote the development of people who are rich in both intelligence and virtue to 
open up the futures of Shizuoka, Japan, and the world, based on the "Fujinokuni 'Virtuous People' Cultivation Guidelines". In 2020, the 
spread of the new coronavirus infection provided an opportunity to reconsider the significance of schools. 
　This year, with an eye on the post-corona era and in order to help each child realize his or her dreams despite the various risks, we will 
enhance learning through real-life experiences and the use of ICT, and promote the following initiatives as a priority for society as a 
whole, with the aim of fostering "zest for life" supported by "humanity," "ability to think, judge, and express," and "knowledge and skills."



藤井　明渡邉靖乃

主な取組

未来を切り拓く多様な人材を育む教育の実現Ⅱ

1 グローバル人材の育成

　多様性を尊重した国際感覚の醸成と、国内外を問
わず活躍できる人材を育成します。

2 イノベーションを牽引する人材の育成

　子供の多様な個性や能力を生かして挑戦する機
会の充実に向けた取組を進めます。

Implementation of education which nurtures various human resources to pioneer the future

社会総がかりで取り組む教育の実現Ⅲ
Implementation of education where every member of society is fully involved

Organization of the Prefectural Board of Education

Fostering human resources that can think globally 
and act locally

Fostering human resources that will drive innovation

1 地域ぐるみの教育の推進

　社会総がかりで子供の学びや育ちを支えていくた
め、学校、家庭、地域、企業等の連携・協働による教育
力の向上を図ります。

Promotion of community-wide education

3「命を守る教育」の推進

　子供が安全・安心な環境の中で健やかに育つよ
う、系統的・体系的な安全教育を推進するとともに、
学校の教育環境の整備・充実を図ります。

Promotion of "Education for saving lives"

2 誰もが夢と希望を持ち社会の担い手となる教育の推進

　地域や福祉と連携して様々な状況にある子供の
ニーズに対応した教育機会を提供します。

Promotion of education where every child can have hopes and 
dreams and will become a contributing member of society

委員会

事務局
教育機関

教育部長

理事

教育厚生課

主な取組

木苗直秀 後藤康雄伊東幸宏 小野澤宏時

Director

Director of Education

Senior Director of Education

Director

Education Welfare Division

教育施設課 Education Facility Division Kan-non-yama Children's Nature Center

義務教育課 Compulsory Education Division

高校教育課 High School Education Division

特別支援教育課 Special Education Division

健康体育課 Health and Physical Education Division

社会教育課 Social Education Division

静東教育事務所 Seito Local Education Office（Eastern Region）

静西教育事務所 Seisei Local Education Office（Western Region）

参事

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

海外に触れる機会の拡大
◆「ふじのくにグローバル人材育成基金」を活用した海外
留学等の支援
◆ＩＣＴを活用した海外との異文化交流の促進
◆国際バカロレアの導入実現に向けた取組の推進

技術革新に対応する多様な学習機会の提供
◆専門的知識・技能を有する外部人材及び先進的な外部
の知見活用
◆校種間交流や大学院・民間企業・海外等への計画的派
遣による教職員の育成（再掲）

学校・家庭・地域とが連携・協働した教育の推進
◆コミュニティ・スクールの導入促進と地域学校協働活動
との一体的推進
◆家庭教育支援員の養成と多様な家庭教育支援の推進
◆「しずおか寺子屋」など地域と連携した教育活動の充実

生涯にわたり学び続けられる環境整備
◆ウィズコロナ・アフターコロナ時代の新しい県立中央図書館の整備

子供の学校生活を支える支援の充実
◆スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーなど
外部人材と連携した相談体制充実
◆外国人児童生徒等へのきめ細かな日本語指導、キャリア
形成支援
◆夜間中学の設置手法についての具体化

学校の安全・安心の確保
◆静岡県学校安全教育目標を踏まえた、「生活安全」「交
通安全」「災害安全」の安全教育の推進
◆衛生環境や空調設備の整備、施設の適切な維持修繕な
どによる安全・安心な教育環境の充実
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※本調査については、文部科学大臣の公表をもって「最終確定数」となる。
　 The latest data will be provided by the  Minister of Education, Culture, Sports, Science and Technology. Center for Early Childhood Education and Care

※表示未満単位の端数処理の関係上、合計と内訳が一致しない場合がある。

※表示単位未満の端数処理の関係上、合計と内訳が一致しない場合がある。

教育委員会費
14,467
（7.0％）

Educational 
General Affairs

小学校費
62,471（30.2％）
Elementary School

中学校費
38,699（18.7％）
Junior High School

高等学校費
59,879（28.9％）
Senior High School

特別支援学校費
27,773（13.4％）

Special Needs Education School

学校教育費
2,507（1.2％）
School Education

社会教育費
934（0.5％）
Social Education

教育施設災害復旧費
430（0.2％）

人件費
180,358（87.1％）

Personnel 行政費
9,660（4.7％）
Administration　

単独事業
7,177（3.5％）
Independent Enterprise

その他
2,754（1.3％）
Others

国庫奨励費
7,212（3.5％）
Government incentive 
funds　

■国費 National Expenditure

■県費 Prefectural Expenditure

■市町村費 Municipal Expenditure

■その他 Others

［国公私立分］［学校基本調査（令和2年5月1日現在／as of 2020.5.1）］

●小学校 Elementary School
■高等学校 Senior High School
●幼保連携型認定こども園（3～5歳児）

▲中学校 Junior High School
◆幼稚園 Kindergarten
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fiscal year

県一般会計予算
Prefectural General
Accounting Budget

1,309,400

教育委員会所管
206,730（15.8％）

Educational Expenditure
by the Board of Education

知事部局所管
39,108（3.0％）

Educational Expenditure
by the Prefectural

Government

教育費総額
245,838
（18.8％）

　　　　Total Educational
　　　　Expenses

諸支出金
222,335
（17.0％）

健康福祉費
276,576
（21.1％）

公債費
186,084
（14.2％）

警察費
80,209
（6.1％）

経済産業費
92,555
（7.1％）

交通基盤費
118,356
（9.0％）

くらし・環境費8,718（0.7％）
災害対策費10,723（0.8％）

その他3,983（0.3％）
知事直轄組織費6,428（0.5％）危機管理費6,565（0.5％）

スポーツ・文化観光費
17,132（1.3％）

経営管理費
33,898（2.6％）

年　度
Fiscal Year

県予算
Prefectural Budget

教育予算
Educational Budget

県予算に占める
教育予算の割合（％）
% of Educational Budget as 
part of Prefectural Budget

（単位：億円／unit：hundred million yen）

12,058

2,436

20.2％

2017

11,872

2,421

20.4％

2018

12,066

2,385

19.8%

2019

12,792

2,492

19.5%

2020

13,094

2,458

18.8%

2021

令和3年度当初予算
By Objective（unit：million yen）

（Fiscal Year 2019）Expenses

Breakdown of Prefectural General Accounting Budget

Beginning of Fiscal Year 2021 （単位：百万円／unit：million yen） By Item（unit：million yen）

県一般会計予算の内訳

児童生徒等1人当たりの教育費（令和元会計年度）

児童生徒数等の推移

2020 年度

24,773

97,075 97,950

96,815 96,862

37,369 34,376

2016 2017 2018

103,594

195,265

14,167
17,533

193,560 189,367 187,254

100,664 99,733

48,597

2019

101,903

98,846

99,271 

21,917 23,189

192,681

45,079 40,032

Breakdown of Board of Education Budget
教育委員会所管の予算の内訳

（千円） （thousand yen）
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Persons who entered high schools and colleges or special training schools include those who found
full-time employment and, at the same time, enrolled in these schools, excluding those who are enrolled in
special non-degree senior high school courses.

※高校、大学進学者及び専修学校等進学者には、就職して入学したものを含む。
　高等部専攻科は除く。

（令和2年５月１日現在／as of 2020.5.1）］
（令和２年３月卒）

●中学部（345人）
Junior High Level

●高等部（707人）
Senior High Level

高校等進学者
Entered Further
Education
340人（98.5%）

社会福祉施設等
入所・通所者
Entered Social 
Welfare Institutions
414人（58.6%）

就職者
Entered
Employment
252人（35.6%）

大学等進学者
Entered Higher Education
3人（０.4％）

家事手伝い、
進路未定
Domestic Help or 
Undecided 
19人（2.7%）

専修学校・公共職業
能力開発施設等
入・進学者
Entered Technical Colleges 
or Public Vocational Schools
19人（2.7%）

社会福祉施設等
入所・通所者
Entered Social Welfare 
Institutions
3人（0.9%）

家事手伝い、
進路未定
Domestic Help or 
Undecided     
2人（0.6％）

●特別支援学校（知､肢､病） Special Needs Education School
▲聴覚特別支援学校 Special Needs Education School for the Deaf
■視覚特別支援学校 Special Needs Education School for the Blind

5,000
幼・小・中・高等部 Kindergarten, Elementary, Junior High, Senior High School Levels

4,000

3,500

3,000

2,500
200

150

50

100

0
2016 2017

4,844 4,804

※視覚、聴覚特別支援学校には、幼稚部を含む。
Kindergartens are included in special needs education schools for the deaf and the blind.

児童生徒数の推移
Student Enrollment

［国公私立分］
［令和2年5月１日現在／as of 2020.5.1］

（人）
（persons）

Special Needs Education School

4,672

2018 2019 2020

4,762 4,816

［国公私立分］
［学校基本調査（令和2年５月１日現在／as of 2020.5.1）］

▲中卒者（本県） JHS Graduation Rate （Shizuoka）
●中卒者（全国） JHS Graduation Rate （nationwide）
◆高卒者（本県） SHS Graduation Rate （Shizuoka）
■高卒者（全国） SHS Graduation Rate （nationwide）

［国公私立分］
［学校基本調査（令和2年５月１日現在／as of 2020.5.1）］

▲中卒者（本県） JHS Graduate （Shizuoka）
●中卒者（全国） JHS Graduate （nationwide）
◆高卒者（本県） SHS Graduate （Shizuoka）
■高卒者（全国） SHS Graduate （nationwide）
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［国公私立分］
［学校基本調査（令和2年５月１日現在／as of 2020.5.1）］

■小学校 Elementary School　■中学校 Junior High School　■高等学校 Senior High School

（人）
（persons）

2016 2017 2018 2019
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7,000

2,761

998

5,098

1,339

2,978

1,024

5,435

1,433

3,286

1,090

5,888

1,512

3,544

1,092

6,246

1,610

2020

3,794

1,106

6,582

1,682

［国公私立分］
［学校基本調査（令和2年5月１日現在／as of 2020.5.1）］

■小学校 Elementary School　■中学校 Junior High School

（人）
（persons）

2016 2017 2018 2019 2020

3,385

5,086

1,701

3,713

5,520

1,807

4,186

6,088

1,902

4,504

6,634

2,130

4,947

7,199

2,252

※令和元年度に出国した延べ人数
The total number of students who departed in Fiscal Year 2019

※調査対象　95校　21,669人　（全学年対象）

High School Students That Studied Abroad

短期研修
（３ヶ月未満）
Short-term

長期留学
（３ヶ月以上）
Long-term

グローバル人材
育成基金活用者

グローバル人材
育成基金活用者

1人
2人
1人
0人
3人
0人
0人
2人
2人
11人

0人
1人
0人
0人
0人
0人
0人
0人
2人
3人

154人
129人
72人
127人
7人
3人
3人
11人
69人
575人

11人
24人
0人
13人
0人
0人
0人
3人
29人
80人

国・地域

参加生徒数（率）実施校（率）

31校（32.6％） 5,164人（23.8％）海外修学旅行
Overseas School Excursion

［令和元年度／Fiscal Year 2019］

高校生の海外への留学・研修の状況（公立高校、全日制・定時制）

Country・Region

Schools（%） Participants（%）

特別支援学級児童生徒数の推移 外国人児童生徒数の推移
Special Needs Class Students

オーストラリア AUS

アメリカ USA

イギリス GBR

台湾 TWN

ニュージーランド NZL

韓国 KOR

シンガポール SGP

カナダ CAN

その他 Others

計 Total

Paths Taken After Graduation 

7781

123

79

115
150

78

145 134

77

100％

99％

98％

54％

56％

55％

53％

52％
0％

2017 20182016 2019 2020

98.7

54.7

53.1

98.6 98.6

98.8 98.8

98.5

98.8

54.7

52.9

54.7

53.0

54.7

98.5

98.8

55.8

52.0 53.4

98.7

fiscal year
年度

fiscal year
年度

fiscal year
年度

fiscal year
年度

fiscal year
年度



806人 1,515人2,321人3,121人 1,479人4,600人2,239人 1,408人3,647人2,530人 3,578人6,108人

55歳
以上

50～
54

45～
49

40～
44

35～
39

30～
34

25～
29

18～
24

55歳
以上

50～
54

45～
49

40～
44

35～
39

30～
34

25～
29

18～
24
（人） （人） （人）（人）

55歳
以上

50～
54

45～
49

40～
44

35～
39

30～
34

25～
29

18～
24

55歳
以上

50～
54

45～
49

40～
44

35～
39

30～
34

25～
29

18～
24

※令和元年度「体力・運動能力調査」の全国平均を50とした時の本県の指数
　  The figures above are index numbers for Shizuoka Prefecture based on the 2019 national average of 50.

※上段の数値は本県値、下段（　）の数値は全国平均値を示す。

■男子　■女子

※小学校、中学校については政令市の教員は含まない。

小6（11歳）Elementary School, Grade 6 (age 11) 高3（17歳）Senior High School, Grade 12（age 17）中3（14歳）Junior High School, Grade 9 (age 14)

公民館・生涯学習施設　Community Centers ・ Lifelong Learning Centers

図書館（公立）　Libraries（public）

博物館　Museums

博物館相当施設　Museum-type Facilities

博物館類似施設　Other Exhibition Facilities

文化会館等　Cultural Halls

青少年教育施設　Educational Facilities for Youth

男女共同参画推進のための総合的な施設
Comprehensive Facilities for Promoting Gender Equality

244

95

27

16

148

53

19

7

1200 800 400 0 0 400 800 1200 1200 800 400 0 0 400 800 1200 1200 800 400 0 0 400 800 1200 300 200 100 0 0 100 200 300

［令和２年５月１日現在／as of 2020.5.1］
養護教諭、栄養教諭を含む

［本県児童・生徒の体格・体力の現状］

41.7歳 39.9歳46.9歳 43.9歳42.5歳 40.9歳43.2歳 41.1歳

（平均年齢40.5歳）（平均年齢45.9歳）（平均年齢42.0歳） （平均年齢41.9歳）

（Fiscal Year 2020）Abilities
（令和2年度）

［国公私立分］（令和２年４月１日現在／as of 2020.4.1）

［公立分］［学校における教育の情報化の実態等に関する調査］
（令和２年３月１日現在／as of 2020.3.1）

合計（total number of teachers） 合計（total number of teachers） 合計（total number of teachers） 合計（total number of teachers）

Elementary Schools（average age 42.0） Junior High Schools（average age 41.9） Senior High Schools（average age ４５.9） Special Needs Education Schools（average age 40.5）

Average age of men Average age of menAverage age of women Average age of women Average age of men Average age of women Average age of men Average age of women

小学校
Elementary
Schools

中学校
Junior

High Schools

義務教育学校
Compulsory 

Education Schools

高等学校
Senior

High Schools

5.9
（5.5）

4.9
（4.8）

1.6
（3.8）

3.8
（4.1）

82.7
（50.9）

79.7
（49.0）

100.0
（73.5）

56.3
（38.2）

99.8
（86.8）

99.6
（86.3）

100.0
（95.6）

98.9
（97.9）

特別支援学校
Special Needs
Education Schools

3.1
（2.2）

34.9
（41.2）

100.0
（95.4）

教育用コンピュータ
１台当たりの
児童生徒数　　人/台 
Educational Use Computers
Number of students per machine

普通教室の
無線ＬＡＮ整備率　　％ 
% of Normal Classrooms
Equipped with Wireless LAN

校務支援システムの
整備状況　　％ 
Maintenance Condition of
School Support Systems

区　分
Division

Gender and Age Distribution Among Public School Teachers

654人

363人

215人

212人

313人

323人

359人

91人

609人

484人

381人

367人

466人

540人

567人

164人

579人

267人

151人

191人

274人

365人

340人

72人

215人

179人

178人

149人

242人

222人

54人

1,144人

401人

368人

317人

262人

303人

271人

55人

306人

207人

273人

182人

152人

161人

155人

43人

144人

79人

83人

109人

118人

155人

108人

10人

168人

177人

187人

193人

217人

256人

253人

64人

169人

握力
Hand Grip
Strength Test

上体起こし
Sit-ups

ボール投げ
Ball Throw Test

長座体前屈
Sit and Reach
Flexibility Test

立ち幅とび
Standing
Broad Jump

反復横とび
Side Step
Agility Test

50ｍ走
50m Sprint

20ｍシャトルラン
20m Shuttle Run

ＩＣＴ環境整備状況
ICT Environmental Improvement Conditions

握力
Hand Grip
Strength Test

上体起こし
Sit-ups

ボール投げ
Ball Throw Test

長座体前屈
Sit and Reach
Flexibility Test

立ち幅とび
Standing
Broad Jump

反復横とび
Side Step
Agility Test

50ｍ走
50m Sprint

20ｍシャトルラン
20m Shuttle Run

　　持久走
Long Distance Running

握力
Hand Grip
Strength Test

上体起こし
Sit-ups

ボール投げ
Ball Throw Test

長座体前屈
Sit and Reach
Flexibility Test

立ち幅とび
Standing
Broad Jump

反復横とび
Side Step
Agility Test

50ｍ走
50m Sprint

20ｍシャトルラン
20m Shuttle Run

　　持久走
Long Distance Running

46
48
50
52
54
56

46
48
50
52
54
56

46
48
50
52
54
56

Prefectual Social Education Facilities



1
192
169
362

78

181

259

2
497
182
5

504
3

261
93
28
292
1
83
5
43
131
20
1
21
1
1
2
1
1
23
1
25
2
3
8
13
2
4
6
1
10
81
91
26

-
4
-
4

-

2

2

-
5
2
-
5
-
1
1
-
1
-
5
-
-
5
-
-
-
-
-
-
-
-
14
-
14
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

1
196
169
366

78

183

261

2
502
184
5

509
3

262
94
28
293
1
88
5
43
136
20
1
21
1
1
2
1
1
37
1
39
2
3
8
13
2
4
6
1
10
81
91
26

5
653
1,092
1,750

359

887

1,246

30
7,501
2,946
69

7,600
30

3,375
1,307
186
3,591
11

1,485
109
1,015
2,609
153
2

155

-

9
1,233

9
1,251

-

-

-

46
5,345
12,049
17,440
3,886
2,929
13,679
9,923
17,565
12,852
512

94,544
38,139
761

95,817
552

47,144
18,467
2,273
49,969

62
29,029
1,872
16,226
47,127
1,698

4
1,702
589
413
1,002
31
40

3,232
19

3,291
7,896
1,560
11,748
21,204

69
273
342
898
172
6,111
6,283
704

60
5,129
11,747
16,936
3,504
2,614
12,775
9,307
16,279
11,921
513

90,074
35,748
850

91,437
518

44,611
17,340
2,852
47,981

55
27,081
2,485
15,039
44,605
1,183

4
1,187
739
469
1,208

-
19

1,674
14

1,707
3,619
3,086
8,672
15,377
308
1,400
1,708
193
1,312
6,627
7,939
711

106
10,474
23,796
34,376
7,390
5,543
26,454
19,230
33,844
24,773
1,025

184,618
73,887
1,611

187,254
1,070
91,755
35,807
5,125
97,950
117

56,110
4,357
31,265
91,732
2,881

8
2,889
1,328
882
2,210
31
59

4,906
33

4,998
11,515
4,646
20,420
36,581
377
1,673
2,050
1,091
1,484
12,738
14,222
1,415

3
60
122
185

54

210

264

30
4,684
1,813
71

4,785
41

3,950
1,457
226
4,217
13

2,834
185
1,396
4,415
225
2

227
24
21
45

16
971
5

992
874
277
465
1,616
37
44
81
67
30
473
503
29

5
1,153
1,771
2,929

970

4,018

4,988

14
6,711
2,523
54

6,779
16

2,553
974
151
2,720

8
1,270
126
515
1,911
108
2

110
16
11
27

13
1,785

5
1,803
204
110
241
555
22
35
57
11
143
407
550
71

8
1,213
1,893
3,114

1,024

4,228

5,252

44
11,395
4,336
125

11,564
57

6,503
2,431
377
6,937
21

4,104
311
1,911
6,326
333
4

337
40
32
72
-
29

2,756
10

2,795
1,078
387
706
2,171
59
79
138
78
173
880
1,053
100

［学校基本調査　令和２年５月１日現在／as of 2020.5.1］政令市を含む

 Special Needs Education Schools

 Centers for Early Childhood
 Education and Care

幼保連携型認定こども園

義務教育学校 Compulsory Education Schools

(注)  １　幼保連携型認定こども園の在学者数は、上段に全園児数を、下段に３～５歳児の人数（内数）を掲載している。
       ２　小・中学校の公立には、一部事務組合立校を含む。         
       ３　高等学校は、139校（本校134、分校５）である。設置者別では県立90校、市立５校、私立44校である。課程別では全日制課程校117校（県立70、市立

４、私立43）、定時制課程校１校（県立１）、全日制定時制課程併置校19校（県立18、市立１）、定時制通信制課程併置校１校 （県立１）、通信制課程校
１校（私立１）である。なお、私立校の学級数は含まない。

　　 ４　大学及び短期大学の学校数及び本務教員数は、本部（事務局）の所在地が県内にない学校は含まない。在学者数は、在籍する学部・研究科等、学科の
所在地により、学部ほか、大学院・専攻科及び別科の学生並びに聴講生等を含む。 

       ５　専修学校は、高等課程、専門課程、一般課程を設け、看護・理容等の専門性や資格を得ることを目的とする学校である。特に専門課程を置く学校は、専門学校
と称することができる。

　　 ６　各種学校は、各種学校規定に基づき、一年以上の修業期間を設けて、知識、技術、技能の向上を目的に設置される料理・珠算等の学校である。
　　 ７　本務教員数は、当該校に籍があり常時勤務する教員の数である。また、休職者、産休者及び育児休業者並びにその代替者を含む。

（うち政令市）

（うち政令市）



「有徳の人」の育成　Fostering "Virtuous People"
　－「有徳の人」とは－
　　 "Virtuous people" are those who:
　①　自らの資質・能力を伸長し、個人として自立した人

Are independent and strive to develop their own unique qualities and abilities 

　②　多様な生き方や価値観を認め、人との関わり合いを大切にする人
Cherish relationships with others, and respect their lifestyles and values 

　③　社会の一員として、よりよい社会づくりに参画し、行動する人
Contribute to building a better society

文・武・芸 三道の鼎立
人の知性・感性・身体能力を万遍なく伸ばすことを意味します

令和3年度
2021

高 等 学 校
下田

〃   南伊豆分校

松崎

稲取

伊東

〃   城ヶ崎分校

伊東商業

熱海

伊豆総合

〃　土肥分校

韮山

伊豆中央

田方農業

三島南

三島北

三島長陵

御殿場

御殿場南

小山

裾野

沼津東

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

沼津西

沼津城北

沼津工業

沼津商業

吉原

吉原工業

富士

富士東

富士宮東

富士宮北

富士宮西

富岳館

清水東

清水西

清水南

静岡

静岡城北

静岡東

静岡西

駿河総合

静岡農業

科学技術

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

静岡商業

静岡中央

焼津中央

焼津水産

藤枝東

藤枝西

藤枝北

清流館

島田

島田工業

島田商業

金谷

川根

榛原

相良

掛川東

掛川西

掛川工業

小笠

池新田

横須賀

遠江総合

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

袋井

袋井商業

天竜

〃　春野校舎

磐田南

磐田北

磐田農業

磐田西

浜松北

浜松西

浜松南

浜松湖東

浜松湖南

浜松江之島

浜松東

浜松工業

浜松城北工業

浜松商業

浜名

浜北西

新居

湖西

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

浜松湖北

〃　佐久間分校

浜松大平台

清水南中等部

浜松西中等部

沼津視覚

静岡視覚

浜松視覚

沼津聴覚

静岡聴覚

浜松聴覚

伊豆の国

〃   伊豆下田分校

〃   伊豆松崎分校

御殿場

沼津

〃   伊豆田方分校

〃   愛鷹分校

富士

〃   富士宮分校

84

85

87

33

71

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

中　学　校

清水

静岡北

〃   南の丘分校

藤枝

〃   焼津分校

吉田

掛川

〃   御前崎分校

袋井

〃   磐田見付分校

浜北

浜松

〃   磐田分校

〃   城北分校

浜松みをつくし

浜名

東部

〃   伊東分校

〃   伊豆高原分校

中央

静岡南部

西部

天竜

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

静岡県教育委員会 教育政策課 Education Policy Division, Shizuoka Prefectural Board of Education 

〒420-8601　静岡県静岡市葵区追手町９番６号 9-6 Ote-machi, Aoi-ku, Shizuoka-shi, Shizuoka 420-8601, Japan

TEL.054-221-3134

（令和3年4月1日現在／as of 2021.4.1)

特別支援学校

（令和3年1月1日現在）
ただし、面積は令和2年10月1日現在
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6060
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6868
696970707171

7272

7373

7474 7575

76767777
78787979

8080
8181

8282

8383

8484

4242

8585

春野校舎

分校

3,613,788
1,499,8497,777.35

7,777.35km² 1,499,8492020.10.1
3,613,788

2021.1.1

Junior High Schools

Special Needs Education Schools

Senior High Schools
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